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ぎ狩会議オ″目認会|の 多‐与泉|ま力に決す・ろ繊熱え

二月 27彗 手を /轟 ′環 ■ヵ向意萎員秦凝薔 ||

「 ′ 壕 子力国熊暮 学会議

`オ
会長 〕 | |

1: 奪曇曇馨i董倉Iすま||ヽう|IF‐ |:

ス (5り項龍拳参照 )   .: ‐ ‐  ‐ ‐     ‐ ‐  _| |
2・ /2電 今ら3打 ま0肇 岡奏員長 木な中へ棒■撃お姿気農持義 をち″轟み

ので、ノ1、穂るが該を(密項疵1拳参k)|■ ‐  ,|・ | | ‐■ |||
一 ミな贅向  | | |‐  1  1111■ | :■ |‐ | ■ | |‐ ‐

「ふ口 3ヽ部 );‐濠薩な.た ヽ すら奏気

^■
轟議姦|、

|。「ぅち■書|■断長島lit‐
ilろ よ うたみ ぇ ら が  |  ‐● :‐ _‐ ‐ ‐ |‐  |  ‐ ■ |‐ | ‐  ■

4、京 テ ま亀 た したルみあで なな1).     ‐       ‐ ‐

=暮 口 , 3源欝;を華 らな れ妻人 たらえらか。  1,、様 メ な番隆た ら議轟
‐

が 3療 製 た反すみ を 1夕 )意 見 を、携ぇが具体

`と

するまごゎからな jrを 行う意|

見が基員会 めキを あったこ
r二 賽 j 

“

言 ぇ/=肇奏黄 春会範薄翡奪会のょうす繊、

黒 ´ヽ ら く愛 茉 の言 曇 な 麦 え ら =ビ テ した これ を女 べ れ て有 益 か を二七たした,

糞冶崎長寺点豊行キ霧夕ヽこ寺争奪 ぅ黄ヾζ暮裁するょ    ||| | |‐ ‐
r比 薦メ 米ヨぶヽ 書を要素するの機本率あ|キ基あた基箋素せ愚3恭 :島基
貢長まま入れたォ しビデ奮動 し|よ |う .は ,,ら めじ、 青ふ jl馨 証鏡鎖 歩鎌
ルち場をビtク ぅものも⌒1源 |、|五なわれな0表 'あ わ―ジ壼121ち: またI場亀緩‐

女者が発バめa llぶ 1意息|た 表する|ぉ 宅れななこ:ビlι な,': ‐ι:ふ こをぅ碁
ピ|プ つてあれわ藁ヾ 幕ネ■寝

=|な
1,|げな1 をらヽ き寒摯1事 |'麟

=支
らi

―――「―華蓄幸討講,摯ψ鸞委‐‐事し鬼寡ヽ:11・ ||・  ||■ ‐ ■■||‐ |
・ 研年5 暉杢興今あ経‐籍―を

―
をらから■1鑢碁た碁■義らがた二た|:.黒襲|

gi?霜11鞍i壽繁輩li.11:彗輩]:守 |‐ |‐|■
「∴fl讐ζ曇ユ響電|%tit轟|:::鼻

fl.1‐1111‐一――■
^争

わ|||が来封か1継‐I SI
されたの■ヽ

'1｀棒‐,|´ |■ 1宇‐籍
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=姦

ら1

響

茅 : 表 菱 苺魏



ｒ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
日
１

１
１

１
１
１

ロ
ロ

ー
ー
ー

ー
ー

ー
ー
ー

ー
ｉ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ

(子 )

12,財不 ふ:ょ が来曜バ受|八 んを患 i3ざ :)み rを も事実1 ・

3,費丈 就はc増、の鍵嚢茉たヽ 1じ
書由を与ぇらしのでなく、 こ ぅ桑

～

51ぇ ら

‐ もの _レ宗子力送 を見れば
'目

らる、     |      1   1
ダt ―お輿め 度ふ の原子ヵ市場 :よ 姥戦墓セ 熟κ添 レ思えな |,`

壽 麦 .べ れを次是す らの戯饉

^ご
あり(黄着 が ,発 縁 た√Sこ

^意
印を向

)て くら まごま つ て ,,7ォ 常 /i2お をすぎみら―       |

姜颯 メ 自分 あ ビっ た苺 置 を魂 翡 :会 資公 は 争 打 ′Zご で 、この1打議 点羅 諭

の教修がけたとビめろこzに なつてつた。

麟廊 J 多薇論 .堤条を表霜 ヒすろきえた 、電奏 員会 の経始た対 すらな 気が

のべられわべきご あら.

オスリ 奏興公のぼか>ら 提案バあつたのだから玖上ダろべさ胤~■
― この点をめぐりt茅 、化弯′本 電尺 坂珂:毎島′洋上、1ヽ 旅、

公民が発七、  |ヽ       |              ■

蒻仁 )な の堤無総裁主 してりな13の かち |,ろ めか、 {ぅ な :〕 わならな資長の

責仁 を向う1   ‐   ‐

茅 ; 萎員会装ものうち、渡確 uた 暇つて意 見替よ妥 しなから境 /― 公寅あ

堤 黎を急式する.                       ‐‐

荻曖‐, 蒻仁堤朱嫁奏員会 の叡巻を目長 のものれみえ、ろが、1癸壱巻の■たは

3原則を戒 みおそれがあるレ}ジ つて協たたのもの書権ぉ した1)意 向がみえらt

かンちニユアンスをもつ堤無 12は 反対すみ.            ‐ ‐

看ゴ蒙;‐ 取な し告野なあつても、したォバ よ1」・ 笏←提条あ )ちて 条件の下

た́ ■́ 条件め下ごせ′レじ́ 前半の凍3カ 向悪姿の磁麓ン もヒゴ 1っ て:レ
珍正 しzで s子ガケ多数の養なをうちものヒした |)。           |
ぎ源 」 贅茂 ,前菫1 賛成              :    ■ ‐

蔀警, 協たが3源則を巧皮み鬼瞼ななかあろ.長わ な七:)ご |〕 饉キロvゎ 多

たものごも1を こからアメリカ鮨炒な主義がな |り つてまろことむo広 すみ。

議毛在な♂←ノいだレ1,う 影ご達あられらこをごしだ しど aビ :)目 ためわされてま

た。科学巻な糞
=の

豊お合体が炒ずをグ をは娠L曇 ごば」どなしご嬢 1'え なく

4、 各 事名もまたそのた会的意義を自えすべきごあら。 |｀    ‐

二の除、桑床 含貫の提無た _微 じ之賛晟 したわ。      |    ‐

森夕 i 委員:会バ筒学た農え したを■ろた意蒸があ場。その煮床ご研■凝朱

ド薄≒ず 11〕
ο→ヾたt床 オ の彰娑すべきでなけヒ思ら3私は夫象 を兼らな

'こ こ砂・ I ■
｀

L彗 二 つ ~｀ ■ ぜ 胸

ら一‐
=き ご語 f.

事 : 婦 価 を続

珊 =I t認 瀬 ほ

・ 雫 町 認 1自1義 ,

端 ぜ 趙 み
"

二 礎 准 .F予 嬬

了 L■  玲Ⅲ

こ 虹 ‐1[諭

― ― ■ c橙 た 場

,t散 薔 i,1製

√ t ♂,4ビ 1:

言論 扉常 丁ほ 腋 Jl

l■ _■ ‐蛭 … j乱 ,

武 灘 を丁 み ■ ビ J

こ こ・二 重 し 七 」I理 1

ま 言 僣 七蔀 五 ・こ、

硫会ご綱

子最夢警曇長 .∫卜髪鑓ィ

曇言 1■ 黄ふ ァ幕七
=

長氏 ら 気 を,ダ み
=

べ ■さ 象 よ J、 1

f琶 看 子「奏 c水二証

曇ら、覆■え 素 .'

ユタ会 員の■う よ尭

した多くな議 雲■建

つきプ した着 主が遍
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1、 こ う茉を 与えら

肇えをも,     i
色」Scの 意向を向

ゴ、このコ隊預葱議論

=考
2対 すろ意鬼バ

夢べ きベ

ヨ義 ィキニ、 1ヽ 幕 ,

1::oな らぐ質長の

_な が 3現 仁公員の

ヽ 奏 芭 そ の 中 た 畿

rた ,意 責 が み えみ.

キOiど、 乗
`キ

の下

職堕t∠ 夕 |っ て、 レ

,どまl何 キロビゎう

,こ とむo鑑 すみ:

〕きたあわされてま

きな しごな りえなく

[の 意味ご初な晨集

ムは夫線 を兼らな

(」〕
:こ tr‐ _ri ti、 :最 ■i)2球 :]ろ iJろ シ■ィトがぁ J、 業曇象時ごなく場亀末鋳
lζ生予べこであろぅ 」scと してば―肇秦オ:籍のえ叢ね立って慶逢鋳たこぁ
ら́‐(=ご モ f.

薯 : キ書を打ち″クたiノ が ■.‐  ■・       .  :
■ 嗅 ∫ えE言 厖、 3点 だ チ         ー    ー

・ 字 貫 3童 奎 が ぉびゃ ヵヽ され を 三 2た鏡職 ごぁ る 三 ど越豪を め長 島 の1菫

質 ご こ ろ,                      1

I  ～ 
・

を う予事 をみれば:■ 学が どの力南 盪事め―うれ っっあなか:警 表/4●

示こ2,'ろ。       ||.        ―    ‐

3 重:,モ 未 、ょりま :り 考ス で解 決 され ゎ豊もあ らン義 断 き轟晟  .■
―一 二つあと、覆島、森れ 必え内:該 響

^景
が碁≒、2ら 後t豪

=た
よ

ってき美 ぅち初 り、       |
求え、次の ビ]お をめぐ 夕、 象 え―葛、部 瞥、誤崚、華彗‐寺本 会薫―の糞

■識ま 、すなわちたなの経 凄の まえた、家季す らピt),こ 鬱みT奉 を舞).移

12し た :jを :,フ 執行離の主残 セめぐ り 二――∵_ぅ      .  ‐ |   ‐

武式 をすろ =を たさんせわめら与きを、 異式が ごて、今夜姓ぺ菱|を な́を |,

ことを さんとりのお与]と りぅな ど、通鑢 、ケ つきょく表 栗をょ多.|| |
ス妻 象替塚べた 8、 さず   ,9桑

8、 す    僣

末奴     3

/∫ θ

こうして、鑢公な原子ヵ町澤目萎むよび学庵意福奮奎層ぎあ馨益移了ますらをヒ
どま っ た。        |

幸務認長、́卜部方ヽらめ姜茎書■ ヌソ七_ゾ を難各、十二公興よ」、1今
:麦

あ
暮べ邊歯飛すらものをあてご教をすみのな晨氏れ不続動ごぁらを発言、著裏
長くら気をう少ろをな余           ‐

質■会象より、マグし織壱な上の牛をっき賛弯 |、 影会長 :ょ サヽ‐表肇鑑多碧 |  |.1
fさ持ヨ1奏 の水違堰ぐ調査導とくりろとな傘     .       |   ‐ |

なお、77f仁 繰無の資識べ、 しぼしば渡館会員の子議影命農場蒙を与裏 ま発
森夕会員の中のよなた鳥な荻鶯薫鬼などた疲‐

`゛

!〕 1‐ 1)8、た またまき式纂
‐

した多くな討ガ申基く意見をのヽ なかっ牲手レな―今 ,メ
ままざiキと暮|く ,農 な  マ

つきり したオ 主か擁壽びら|れ た: (ス 上')

1111111■三二:‐  ■ 1● 1111
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原 子力周薫奏民会袈七 (/の すま , 峯′ Z´ 1守 )

総公 ご家巻きれぬ文書な次 の tlお りざ九 これは、該シ袋彦聰ぇ なみられら

′力かみ よう″、燃 公 ご」炊 されよした。

二 会式籠V金 (1)っ 姿 賢会 を向 Iノ らか 鬱り)ご ヒ )(な略 )    .
I 委員会動

くわ オ2部 商係 なか 喬ホ次郎姿民の後後 ンして構 雪免■ま1参 資がι彗つた:

くわ オι修「 蒔係 栃 内壱珍委 員と福 島婆_公 資レ矢た した。

工 餐量数をおょび主な慾議 争貝

/, 環;力 ial類 た鞠すろ政′なへの中入れ子項

力 /θ 回総会 から本委員会たなた されて ,ノ た武斎 ′討 すろ中入 れ争頭 の多

句の珍 正″つりこな、ぶ計 の経氣 、原 察ぁまま どすみ ヱとたよたした。申べ

れ (譴 ― fノ ゎゅろ 7ケ 条の申入れのこビつ 鐵科 子荻行行政協式会を重δ 乙お
こなわれたるヽ さ ふた 35j/電 の原 子力莉 層准備河査会総ψは絆会で簾円会

員長から説:鏑 せれ、一月これを」承 した。議シか澪会 餓申入れ了歌も 各ね をよ

警の形 て`前 らかをすらなずごある。

2、 承 3大夕寿タト調査団

挙委員公 か らは経颯杢員長 ぉょゞ伏見等 多が参
"■

し、 /2月 λ′

2-3日 の向 12帰 目 した。

3、 壕 こヵ蘭添鱚書のほ管

t例 の自会露書考通の米国もり書の派 手力文献っ■ビだが、力羨 ニユース象多数

のこビなのご右尋 )

夕̀ 米 国への象まカダえ留学生漱豊

米欧お からア7L/ゴ ンスグえ雄 (泉 ≫オ ♪む ょびォーク リッジ術 %氣、 アィ
ツトープDへ 日本へ衛 え書を格請 すみ碁ねタト務々へこ告がぁった。

アルギンス猾え治への曹学生ス置な、壺を後 しヵきりの崎向がきゎめて短
かかったため、本委員公″よ、争首″藷向の徐■とがなく、源 詐力痢瞬準平宥調
査会幹ヽ宇

^で
ス蟻を次をし、人選をおこなった。          |

本委興公ぐは、 /E2′ ξ、この向蒸を象議し、米雪への環子力″え督子
麦候袢者疑濾 臓.今 回かざノの嬉時の措置ヒじ乙これを了承しt調査薔が澪

ろのをまって、本姿員会ご本格、始盪検討すらこをビした。

なお、濤鶴ギの御勢魔は欧造たためしz賓裁巻もあつたが、麹釘め場進 のため:

ス く諸然をなら■ビなく行われたこと公置機 とすみ昔の率きが数名の委員か

言 な基
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'糞
莞 をみ ぅぉみ

贅委員が細 つた。

1苧 入れ争家の年

本えした。中べ

‐式会 を豊δ 乞お

心 議会で簾 円会

7まの各ね をよ

ミ え∫ 重 ム基

蓑 ニユース象爵費

ジヽ千気オ くアイ

白かきゎあ之建

子オ筑講準備調

最子力冴久督ぎ

し、妻可査衝が情

奮 滑 吻達 の た め

が数名の委 箋か

(7)
τ儒お■ ■季賃_を _■

=台
っ反な書養晟計画 を手慮 ″っくっこビ砂■夕晏さ

身啓ど奪意見でそまこれた,

お:写 獲弯 静婆罫会 ,ま ズニ彰 .デ 環 義億 の 2名 多桂 せ た した^ ξた、 ォ ータリ~ブ ‐、こ留 撃 =a豊 看 なか 字表を 看 政 瘍義 会 が これた あた ち て1,ぁ l

= 
‐躊 子I工

=阜 ≡
=栗会 議                  ‐

議輩 ξ丁 で 唸4護 _ニ ー ス ピ「 原 子 々.・3_4=吝 三 .ニ ス 1春
義豊 した

ユぜ書凛 ^三 を事項の会長数を中綺然記争み黒 )●   |   |  ‐

■琴 _歩
=う

本姜員
^ご

な、今る占本ぶ京ぎLぁ 皐基調

=あ

返ぁの彗議募
=rこ

うL[丁ら尋き
"、

学無へ義の3葉烈ぬ億義を碁′卜爾z競輩賓し、21撃黎
七fitと が撃要でぁみをみビあ(ゞ

=ネ
ニブの鐵藤会議ご、彗本貧族が菫

警哲荷会 をどらぇ重本の壺‐場を薇義 こ1 2‐あみな 。原轟あ意轟 |を ぁヽぁよぅ
.

r4、 スキ を幸入 rtを ぉ こな ぅよう提 暴を
ヽ
ぅこヒ碁晨美 した1(轟襲 1‐1二 え

｀

春、ス )                           .        :
ξ 層 子ォの主会 的亀家た歯すろ竃藤秦最      |      |

と きわ 子 香重 霊 め提 還 ナ ろ 二議会 議 を っり てな 夕 持 ノ
`彗

の 姿 表基 ご絵澤
した農栗 、武薫 ′

=畿
春の善彎がら判断 して、公式のな普潰妥亀ごぁみ藝轟

新 したべ  異未 簿 た は不 義 ま しのが あみのご意 見の よ接 た セ ビめた。
‐

|:|
7 今 な の泉 子力憂 え の基 本春 制           |   ■  |・ |:

(ノ 〕来 彗 か らの渡 籍 ウラ ニ シ人凝 供 幸へ れ       す . 
‐
 | 

‐ 1

■■ /ι
=の 委 員公 ど討だ の議 案 、タト国か らっ萩 今肇 物 費 あ真 装 ∂褒夫 れ二  ~  

～れ暮[:よ |■ ‐|11f、 その結哭 3春剰かη皮ら―れな1'■ )ン

コ、 費入れたは質童去恙巌パタ要ごぁる、 ンの絵為 ね豊した: i   ll ll i
l・D薔 充作利小姿費泰 の設贄 |

ネ委員会 峰尽 3カ の猾先議丞 、轟 縮め基本蒸宰 あ拳想 を噴らヵ、Йすなため
‐2思 手芳基本去を力 /♂ 興磁 日た疑載 し、体基 な零央の誕桑、 1簾墓 を裏長
した.最並尽争力町蕪●↑

‐
んすら、タト袴等の変ィとあ経美 :ビ そえ議義お高た

つ:jて の基本来熱 の諾割蓋基春対 し、 経誇 甚豪す襲要恭紫亀 のもあ
「

`な

|」
lら 4ご、準尊 ./z織 の本委員へ 嬢菱■本為ふ萎貝碁

:碁

装喜して総針毎去ビ
あろ cを 替次ぇしみ。  ′    ■            | ' 「

よ 」床え の普久ぬフ1,t  ・        ‐ |     |  . : ・

撃衡奏業なオ /7童総へ場 あヽ7,之 落ネ芦暉を峯表 11■象ら掌底 え菫
‐
為:,.・

こ璽≧rr:層奮轟‐は二警言曇奮li11竜ξξtttri:奮 llil」』‐i



(オ )

壼● テみこ哲を決定した。ス華の Jた 験な委員公 ご―・ れな
―
おこなうバ 春会資

がな 讐

"安
裁 じ、ふ入書を熱終感タト子

“

答切千え裁実、子者″近 ろために刹鋼ヾ

れみ■レ
=4堂

すう o

9、 メ 霙 小妻 案公 、ま冬 小姿 界会 のネ ム          
・
 ‐  .

イ え 奉劇 月ヽ 奏 員会 の波 置 どヒも た二拠 勇 小 姿 民公 な これ を基 正す ら 二,イ

した。

″|ァ メリカ

'夕

すダキ木子方法 の祭諷

上義 の次律 は 質本 の凍 子 力洵蒸 た重要 な 呵像 をも フも の な ので 、本今 界

^さ窓二れ擁 t尺 中力輩じた。
黙 ニ

ぎ輩ふ偲の自由奏員会袈も t/7∫t4′ふ付〉

(■ の うち」蒙許力欝係 をaろ ぅヒ次 の とおり、 これもまた縫公 ご 5承 きれた]

織薩 ウ j=ウ ム臨かの向蒸 たつり■対餞 を行 l,(熊 、牛耳 23日 の姿票へ ‐

D,次のず●さ季訳スの 一裟資をえた。「 薇寝、勇晏オ生物惨疑の医夜卜を受けられ緊 し、子

衡泰譲 の 3原知 た反す みようなく務協たが結ばれろzピ 総、手向悪種の 台奮

をたす とをえら/1yみっ したが つて本萎資本 な、 子間思想 の自由をや られ場か ‐

らそのような表務 場たな極 否すべ ξごらみ とを えろしJ

ネニカの手和的利用のたあの国際各多公誨 | ■

経 慮≧教 毛計  (チ F2ク め  茅 公 長

酒 蔓 主 総 の も レた /9ます年 8日 と 看|二 2ク 饉 /ブ ユ ネ ´ ブ l・2お |ク
:´
乙申総

きれ れ

/、  この公諷 の1生 菱熱膠よび 肉ふ の 人 は                 ,

(こ れは、Lは 子4J3-子 ロヨ本え資料の転 なたすざな1,の ごな略 )

え、 ■泉 5カ の手縦持割市のための興味農 3公澤二 への参細卒r/8た
ol,子 |ヽ

(わ 環こ力の牢和時約籠た菌す乃顔藤斜子公誤へのかれ準備 をつりて協議 を

ならための賞菌ピして、フト務省た圏露詢宗子力会議珍v薔 凍蒲物蒲合 |が設置さ各

え: Iの 協ボヘの参力■各はヮ1磁しノのとおりで (力 姜ニユァス 7=動L装 、た2
じJsc幸務終長ば修蜀珍まれず )′ 外務省墨廉協力局長が公貧を江隼すら、

こあ 泰あの性質、べ軍の内な事』滋 め2懸肉酌ごあツ、1阜菌係 すらか呼もλ‐

泉であなあむ、学な画たおヽヶみ準藷摯務 2し て公表へ程玄すべき資料め工掟

li■  ■場臨¬賞

燿幕 4臓 ぴ |

証 瀞 ニ ュ ー 7

]Ⅲ 融 学鵡

キ霜曇 距書ぉ1

群舗 郵硫f肺 |:

= 営椰晰・唯

二
= 

ル●

釧 壼 曇 椰善 湛

二 士i荒暉 輛

上
=」

はミ
=

r● IElど

ぽ =  5 1_―

ど ■■

「

五 彙,

'=工 響 |■

,群 認 5『

■ Fi言 鰹|

∫ 輔 腰 ∬ 几 =

彎 瀞 雌 r.遭

仁 書晏 ‐〒 手r
劣 案 =を =1ォ

f手 宇な 会霧

■i丁 を暮 手
=

亘がプ言]力 I[奮

ソニえ _デ ご

「

“

=■ スオ だ 豪 が

=を「
ろ よう妻

造
，　
一哺

評
　
一制

・一　

整繭

予
・

随

到一一́　
　
‘一

一一に一　
二

湛一■
　̈
　
　
一　
・

ュヽ
キ
・

〓
一
一
一



たう勢ミ 尾ゝイト興

卜ためた組 鎮 ξ

ヒ止すら二●を

Dご 、本套只

^|
以 上

L召卜)   |:

ごヽ 3承 さオした.]

23ε の奏民へ ‐

卜為た環 し、子 |

妻滝恵竜 の 自由 |

rをキ ら主場か ‐

いのごな略 、)|

事艦 たっ 1,マ t

ヒっ十」て慟量 を

海会 が穀量さキ「

夕=塊契 、ただ

針舞を三単すみ。

晨すら分野 もス :

ヾき資料 の選択

愛菫:」:髪:委兒ξ‐辟ヽ
=電

]

hr撃曹繁
管調〒1育事

]11:瞳境:亀舞
.‐  | 

‐

 ||●  :■  ||‐ |・ |■
■ ■

|ご,全報 嘔確              |‐    | ‐ ■ ■ | |

='磐 嫁～ 3癬す
11:今 |||||´|||||書 養 さ 言会 誤 _`訂 ″ FI専 歯撚

■:衰妻詳菫信 ス ヶザ ュ _ル            ー   || |‐  | ‐| |

4■ Fニ ミti)長ム資纂憲蒼歿か綬ユφl来 た ||||111‐  |||■ |‐

「
尋?≡ は)異 出資料蒸薗良か衰鋭。発塁‐|‐ 1省崚金kく た基事

‐
|―

じ
=i雪 Ⅲ)捉 出資料 t基く)の 決三 |‐■ ■ ‐「 ・ ■|:■ |■

。再==モニ)裏以榮諄|(^要

'あ

ス之 ‐  | || ‐  ‐ |■ |‐ |
7F==ば)前後 .1氏接1彗塵べ11‐   .        : ..‐ .
7月 ″彗(ゎ  ィ゙農懸,入 トス並 .          1 1‐■■‐
多=2=(る 前後 外表gkス 

′          :  |‐ ■■

liイ辰 ヨの /7Nま た っ′クて              _ ・ ●=:  |
質 表 彗の人盤 を ヒリ荻う 場 め鬱1名 3の ィおけの ィン′ゞ ■今

'裁
み 1ヽ 姿 表基

そまキ_外称右自祭笏力ろ長、経学技

T璽繁r覆理:「 鵞
li,≦

衡TIIFr)
二長多≧菱雀勢長、学後

『公衰義泰袴諄、摩尋鋒
卜読

ノ担お 1フ て曲盆 兵象 源子力のを基特凌」‐編のたあ―の1鋸 桑纂1学公表
|で つ 1)て    | ‐

|‐

||:■ ||■ |

堤表を 示二ヵ綱‐慧基気汰|■ |  ‐  ‐・ 11‐■ ■ |
論紫 スなれ、|っ ぎぁ■しを妻髪子乃=遊1 1 1   =‐ ‐ 

・
 |

』ヽ嘉ξ言語事5警遮i』雷1‐rぶ
輩1菫鼻』変|:ttilttii

ヂュネーブご蔚雀されら戻|ぎヵあ7雛
菫本教ただ表が手め後た落ら芝身ち と
箸をするよう要髪するL   ■■■

暮
一■
二

＼
　

一

・̈，一一Ｆ
卜

‐

■1暮■■蘇 .



(/ル )                                                         .

(運歯 )

今 質の回簾公議 を契裁 ビして、‐直ふ各 なの凍 手力暑和 蜘 爾た実すら目籐場

力な新 く具体′
`_t‐
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献た、Fゞア諸ご会裁 た、原 子を有家舞警ぁた表‐ヒじ之、生邊赫壼蒸
=諄蹄数及 rム らことれっき、瞑都れか ら簡単な教基卜あった。●   
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こ3み重要燿め票子力のれへ釣意暴々鯰すを目禁真学を公裁た,,セ は、
毛=主告 費々裁ぞめみからt京多力薄類奔興

^が
整善な黒讐を|を え之1暉 しぃ

言申入れるこンを春うたo   l ‐ ‐   | | 1 1‐ |‐ ,

原子力月慧奏2オすみ申入れは、笙範め委員公ご軸永答興長島、
‐らむ頼で壺

べられたが、環 チヵ向惑姿の進希な:夕 ゞしも核特暉■の難符すら壼りたくな
らなかった。    .              ‐|  ‐ ●  :  ‐‐

一一二―一―- 1二―一二:三11二::二:三二三二三二11二ζ皇蓬塑菱



ｒ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

口

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｉ

ｉ

ｌ

ｉ

ｌ

ｉ

ｌ

ｉ

ｌ

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

‐

くノ」と
'        

・

13月 し/由 :J請 摯拷家
‐
基さ蒸春殊奏‐

‐
■|‐ ■ |

ネず 本暉4む ケろ外 自原子■ 驚青:率を 書力1錬計 駒 ベ
ー
の参れ なつ |り :ス の象告

ど之えたっ|)く をっぁ々 置の手後承たがしビめられた。       |
またヤニ3の 創1訳計幾が この /ノ 尋´ヽ ら始 まり、 今度ょィ

`学
,み―

|な成二
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